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緒 言

動脈壁の中膜の神経支配についての光顕的所見に

おいて, MaximowとBloom1) (1952)とStohr2)

 (1957)は,無 髄鞘の神経線維が,中 膜に進入し,

平滑筋細胞の表面或はおそらくその平滑筋細胞自身

の中に終末 として終っているであろうと記載 している.

また最近Amagai3 (1969)は イヌの胸部大動脈にお

いて,無 髄鞘となお有髄鞘の神経線維束叢を動脈壁

の中膜の外膜側に認めている.その他,動脈壁におけ

る神経線維の分布の光顕的研究は数多く行われてい

るが,電 顕的に大動脈の中膜に分布する自律 神経の

記載 は極めて少ない.著 者4(1962)は 先 に,ヒ トの

大動脈壁の中膜における自律神経の存在について述

べたが,こ こではイエウサギの総頚動脈と内頚動脈

の中膜での自律神経の分布及びラットの大動脈壁の

中膜における自律神経について電顕的に検索した.

また,対 照 として光顕的にも検べた.

実験材料 と実験方法

材料 として,イ エウサギの総頚動脈 と内頚動脈及

びラットの胸部大動脈壁 を選んだ.こ れらの材料

の小片を0.1M phosphate bufferでpH 7.4に した

5%の グルタール ・アルデヒド液によって4時 間前

固定をし,次 に0.1M phosphate bufferで1%に

稀釈 したオスミューム酸で2時 間後固定 した.固 定

後はエタノール系列により脱水し, Epon 812に包埋

し,薄切後,酢 酸ウラニールとクエン酸鉛(Reynolds5),

 1963)に よ り重染色をした.観 察は,日 立電子顕微

鏡HU11型 によった.ま た対照として光顕的に,イ

エウサギの総頚動脈を10%ホ ルマ リンに固定 した後,

厚 さ約5μ のパラフィン切片を作 り,ア ルデヒド・

フクシン染色を施した.一 方イエウサギの内頚動脈

の分枝 を同様に10%ホ ルマリンに固定した後, Biel

schowsky氏 銀黒法によって神経線維の中膜での走

行と分布を検べた.

結 果

先ず光顕的所見を述べると,イ エウサギの総頚動

脈の外膜に,無 髄鞘の神経線維束(写 真2)及 び無

髄鞘神経線経束 と考えられるものが(写 真1)み ら

れる.写 真2で は,そ の線維束内に副交感神経節細

胞がみられる.写 真3の 銀黒法による場合,黒 く銀

染された神経線維が,外 膜か ら平滑筋細胞に伴行 し

て,中 膜に入るのが見える.次 に電顕像では,イ エ

ウサギの右総頚動脈の起始部において,そ の外膜に

有髄鞘の神経線維がPericyteに 取 り囲まれて存在

し(写真4),ま たイエウサギの内頚動脈の外膜 に

無髄鞘の神経線維束が,膠 原線維束を隔てて隣接

する平滑筋細胞の近 くに見 られた.そ のアクソンの

ジナプス小胞の大 きさは大小種々で約300A-800A

までである(写 真5).

目立つのは,イ エウサギの総頚動脈の中膜の中層

にみられた平滑筋細胞 と無髄鞘の神経線維の終末部

との接合で(写 真6),終 末部の細胞膜と平滑

筋細胞 の細胞膜とは約500Aの 間隙で隔て られてお

り,そ の間隙は,比 較的に電子密度の高い物質によ

って埋められている.こ の神経終末部には, 2個 の

シナプス小胞とノイロフィラメン トが見 られる.こ

れらの小胞の大きさは,そ れぞれ約500Aと 約700

Aで あ り,ま た,こ れ らの小胞の電子密度は高い.

詳 しくみれば,終 末部の細胞膜 と平滑筋細胞膜との

間隙に,シ ナプス小胞が数個放出されているかのご

とき像をみる.上 述のことか ら,こ れが無髄鞘の神
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経線維の終末部と平滑筋細胞 との接合であること

が わかる(写 真6)

考 察

動脈壁特に中膜における無髄鞘の神経線維の分布

及びその終末部の平滑筋細胞の接合についての記載

は極 めて少ない.然 し動脈壁の中膜には,特に弾性型

動脈の中膜においては,栄 養血管が毛細血管網を形

成している.こ のことから考えて も,中 膜内に無髄

鞘の神経線維が存在する筈であり,ま た平滑筋細胞

は血管の収縮期に能動的役張 りを演ずるから,そ の

生理学的な筋原性の自動能の観点とは別に,神 経終

末と平滑筋細胞 との接合が存在しても不思議ではな

い.但 し,平滑筋細胞は,隣接の平滑筋細胞 と互に突起

をもって接合 している場合が多いので,機 能的観点

からはその終末 と平滑筋細胞 との接合の多くを必要

としない.お そらくCaesar, EdwardsとRuska6)

 (1957)の 述 べているごとく,平 滑筋細胞 と神経終

末の接合は100の 平滑 筋細胞に対して1個 ぐらいの

割合いに存在するのであろう.な お, Farrell7) (19

68)は ラ ットの輸精管の平滑筋細胞 と無髄鞘の神経

線維の接合において,軸 索内の無顆粒の小胞には種

種の大 きさがあ り,直 経450-600Aと 述べているこ

とから考 えると,神 経終末部における小胞の大 きさ

よりも,そ の接合部において軸索内の小胞がやや大

きくなっていることも考えられる.即 ち,上 述のイ

エウサ ギの総頚動脈の中膜における神経線維の終末

部と平 滑筋細胞の接合部における軸索内のシナプス

小胞 は500-700Aで,そ の内頚動脈の外膜における

終末部の軸索内のシナプス小胞の大きさは平均に300

Aで あるから,や はりその接合部においてシナプス

小胞が大きくな っている.

結 語

イエウサギとラットの弾性型動脈 と筋型動脈の動

脈壁における神経線維の分布について光顕-と 電顕

的に検べた.目 立つのは,電 顕的に,イエウサギの総

頚動脈の中膜の中層にみられた平滑筋細胞と無髄鞘

の神経線維の終末部 との接合で,終 末部の細胞膜と

平滑筋細胞の細胞膜 とは約500Aの 間隙で隔て られ

ており,その間隙は比較的に電子密度の高い物質に

よって埋められている.こ の神経終末部の軸索内に,

約500Aと 約700Aの 二つのシナプス小胞 とノイロフ

ィラメントが見 られる.ま たこれらの小胞の電子密

度は高い.終 末部の細胞膜 と平滑筋細胞の細胞膜と

の間隙にシナプス小胞が数個放出されている.これら

のシナプス小胞の大きさは,同 じイエウサギの内頚

動脈の外膜にみられる無髄鞘神経線維の軸索内の大

小種種のシナプス小胞の うちの最 も大きい小胞にほ

ぼ等 しい.

写真の説明

写真1:イ エウサギの総頚動脈,パ ラフィン包埋,

縦断切片,ア ルデヒド・フクシン染色, 160×

写真2:写 真1に 同じ, 320×

写真3:イ エ ウサギの内頚動脈,切 線方向に縦断,

パ ラフィン切片,銀 染色, 600×

写真4:イ エウサギの総頚動脈,電 顕像

写真5:イ エウサギの内頚動脈,電 顕像

写真6:イ エウサギの総頚動脈,電 顕像

電顕像はすべて横断切片, Ax:軸 索, Mn:

有髄鞘神経線維, SCH:シ ュワン氏細胞, Pe:

周辺細胞, Co:膠 原線維, Fb:線 維芽細胞, Un:

無髄鞘神経線維, Sm:平 滑筋細胞, EL:弾 性膜,

 Ⅰ:弾 性成分, Ve:シ ナ プス小胞
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ABSTRACT

The nerve distribution in the arterial wall of elastic-type 

artery and muscle-type artery, especially in the 

tunica media

Kiichi SUWA

The distribution of nerve fibers in the arterial wall of both the elastic-type artery and 

muscle-type artery was studied by rabbits with the light and electron microscope.

A noteworthy finding with the elecron microscope was the connection of smooth muscle 

cells with the unmielynated nerve ending observed in the middle layer of the tunica media of 

the common carotid artery of the rabbit, and the cell membrane of the nerve ending and the cell 

membrane of smooth muscle cells is separated by a space of about 500A and the space is filled 

with a substance of a relatively high electron density. At this nerve ending there can de observed 

two synaptic vesicles and a neurofilament within the axon. The electron density of such a vesi

cle is high. In the space between the cell membrane of the ending and the cell membrane of smoo

th muscle cell there are several synaptic vesicles released. The size of these synaptic ves

icles is approximately the same as the largest vesicles among various synaptic vesicles observed in 

the tunica adventitia of the a. carotis interna of the same rabbit.


